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＊ 市民憲章唱和 

１． 開会 

 

２． あいさつ 

 

３． 議事 

今回の協議会は、会則第７条に基き、８名の出席をもって成立す

る。会議は基本的に公開となっているが、異議はないか。 

→異議なし 

 

（１)平成 24年度下半期事業報告 

報告の後、質疑 

・天井の配管からの漏水修理についての報告があったが、群馬県

立歴史博物館での漏水事故の件もあるので心配だ。経過と措置

について説明してほしい。 

・漏水した配管は、空調のための温水を通すもので展示室天井で

はなく、廊下天井を通っている。漏水部分は老朽化により配管

の継ぎ目が劣化して漏れた水が天井にしみ出て発覚した。休館

日を利用して配管の一部取替工事を行い、処置した。展示室の

天井裏には配管を通しておらず、直接の漏水被害はないが、建

物自体は築 25年を迎え、各所で老朽化しているので今後一層の

管理を心がけたい。 

 

・今年度は 10万人超の入館者があったとのことだが、駐車場は問

題なかったのか。また、臨時開館を行なった影響などはあった

か。 

・駐車場については、第１、第２駐車場以外に、休日には市役所

職員用駐車場を解放するなどして対応した。また、11月中は教

育委員会職員に休日の駐車場誘導を依頼した。これらの処置に

より、休日も混み合いながらも大きな混乱もなくお客様を迎え

られた。 

・臨時開館については、諸方面からの要望により実施したが、定

期清掃や館内の設備修繕、警備などの問題があることから、や

はり定期の休館日は必要である。 
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・学校教育の場でも、忍城址・博物館を教材として利用したいが、

交通手段がない。 

・近隣の小学校は徒歩、遠方でも少人数の学校は市内循環バスを

利用している。遠方で人数の多い学校に付いては、資料の貸し

出しや学芸員がついての出張展示も実施可能なので利用を促し

たい。 

 

・映画「のぼうの城」の影響がかなり大きかったということだが、

行田市以外では影響はどうだったのだろうか。小田原城を訪れ

た時にはタイアップした企画などはみかけなかった。 

・博物館としては、成田長親が忍城を出た後に居住した清洲市か

ら問い合わせを受けた。 

 

・「よろいを着よう」大変好評のようだが、対応はどうなっている

のか。 

・今年度、子供用鎧を１領新たに購入した。これにより効率がよ

くなり、多くの来館者に体験してもらえるようになった。 

 

・来館者増により学芸員をはじめとする職員の負担が増している

かと思う。学芸員が来年度１名増になるようだが博物館配属と

考えていいのだろうか。 

・来館者の急激な増加により、職員は元より受付職員の業務量も

増大した。特に観光案内や映画に関する問い合わせなどが大変

多くあり、対応に苦慮したところである。新規採用の学芸員に

ついては博物館配属の要望をしているが未定である。 

 

（2)平成 25年度事業計画 

報告の後、質疑 

・25年度の企画展については、例年より一本増えているが、学芸

員の体制はどうなるのか。 

 

・館蔵品展と合同展が鈴木、企画展と博学連携展示が門脇、テー

マ展が浅見という体制を予定している。常設展示室のリニュー

アル工事もあり、仕事量は多い。 

・ポスターの駅への掲示について、行田駅が入っていない。観光

案内所の掲示板があるから、という理由も聞いたが、エレベー
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ターを利用すると掲示板の前は通らない。広告は出せないだろ

うか。 

・駅への広告依頼は有料であり、行田駅は乗降客数の面から採算

を取るのが難しい。また、ポスターの掲示位置は指定できない

ため、必ずしも全ての乗客の目に触れる位置に掲示されるとは

限らない。 

 

（３）その他 

特になし 

 

４． 閉会 

 

 

 


